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明日は不確実である。不確実な明日の成果をより確実にする材料と方法、方向を見い出すのがマネジメントである。 

「誰が、誰に」が「誰々が、誰々に」
になって、戦略が組み立てられる
可能性が生れる。 

マネジメントは、現在にあるモノを掘り起し、 
合理的に現在のモノの未来に向けての寿命、転換、変換の可能性を追求させる。 

仕事の成果は人、皆、異なる。やり方、向かう方向も人によって異なる。仕
事の行動、思考に正解は存在しない。マネジメントに、個人の仕事につい
ての正解はない。如何に考え、行動し、成果をより大きくし、リスクを最小
にするかである。 

日々、社会や環境が変化する。進行中の仕事のチェック
が必要になる。常な修正できるようにする。 

仕事の如何に関わらず、
「基礎確認」は常におこ
なう必要がある。 
自らと周囲の観察を怠ら
ず、自らの思考と行動の
立ち位置を検証する。 
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